
 

裂肛とは

病院代表　０８６－５２５－２５５２

予約直通　０８６－５２５－２５５４

痔の中で最も多いのは「内痔核」ですが、その次に多いのが「裂肛」です。女性に

多くみられ、悩まれている方も少なくはありません。

気になった方は、ぜひこのチラシをご覧になってみてください。

ちょっと気になる

おしりの話
～裂肛について～ vol.7

Ｑ．裂肛の治療法は？

Ａ．最も大切なことは排便習慣と食生活の改善です。野菜・海藻などを多く摂取しいきまない

ように排便できるようにしてください。軟膏、坐薬などを補助的に使用します。

お困りの症状、気になることなどございましたら、お気軽にお問い合わせ・ご来院ください。

裂肛とは、別名「切れ痔」とも表現され、肛門から近い部位が切れた状態を指します。固い便が肛門を通

過するときに切れることが多く、排便に伴って出血や痛みを自覚するようになります。女性に多い病気と

いわれています。

裂肛が慢性化してしまうと潰瘍(かいよう)や肛門ポリープ、肛門狭窄(きょうさく)といった合併症を併発

することもあります。慢性的な下痢や便秘などが原因で生じる病気であり、排便習慣を整えることが裂肛

の発症予防につながります。

裂肛による症状は比較的はっきりしたものであるため、病状を重症化させないためにも早い段階で医療機

関を受診し、病状に合わせた治療を受けることが大切といえます。

Ｑ．排便後、ティッシュに血が付くことが時々ある。自然に治るもの？

Ａ．排便時、肛門痛の程度が軽ければ裂肛の可能性が高いと思われます。上記の排便習慣と

食生活の改善で自然軽快すると思われます。症状が続く場合は他の疾患が疑われます。

病院を受診してください。

Ｑ．裂肛にも手術が必要？

Ａ．慢性化した裂肛や肛門狭窄になっているものは手術適応です。

ＬＳＩＳ（側方内括約筋切開術）やＳＳＧ（皮膚弁移動術）などの方法があります。
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